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た食生活を改善する必要がある [2, 3, 4]．そのようなことから，健康改善を促進するため
のサービス提供を行う，ITを活用した様々な健康支援システムが研究・開発されてきて
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ル記述可能な言語SWRL（Semantic Web Rule Language）[46]を用い，それを実行可能と
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has目標 (?p, ?g)∧人 (?p)∧目標 (?g)∧ (I)
owl:sameAs(?g, ?e)∧運動の影響 (?e)∧ (II)
has運動の影響 (?x, ?e)∧運動 (?x)∧ (III)
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∼has問題のある運動 (?p, ?x) (IV)
=⇒ has推奨運動 (?p, ?x)∧ (V)








has健康データ (?p, ?h)∧人 (?p)∧健康データ (?h)∧ ©1
has問題のある健康データ (?x, ?h)∧運動 (?x) ©2
=⇒ has問題のある運動 (?p, ?x)∧ ©3
has要アドバイス (?p, “?pさん，?hという健康データを ©4
持っていますので，?xをしないことを勧めます.”)
これは「ある人が健康データ（たとえば，心臓病）を持ち (©1 )，ある運動がその健康






論の根拠（“ · · ·”）」とあるのは，推論によりアドバイスを導出したときに，その結果にい


















運動 (?x)∧ has運動の影響 (?x, “体脂肪燃焼”)




運動 (?x)∧ has運動の影響 (?x, “筋力増強”)





運動 (?x)∧ has運動の影響 (?x, “血圧降下”)




運動 (?x)∧ has運動の影響 (?x, “血圧上昇”)





















=⇒ 人 (“A さん”) (1)
=⇒ 目標 (“肥満を改善したい”) (2)
=⇒ has目標 (“A さん”, “肥満を改善したい”) (3)
=⇒ 有酸素運動 (“ウォーキング”) (4)
=⇒ 無酸素運動 (“筋力トレーニング”) (5)
=⇒ 運動の影響 (“肥満改善”) (6)
=⇒ owl:sameAs(“肥満を改善したい”, “肥満改善”) (7)
=⇒ 運動の影響 (“体脂肪燃焼”) (8)
=⇒ 運動の影響 (“血圧降下”) (9)
=⇒ 運動の影響 (“筋力増強”) (10)
=⇒ 運動の影響 (“血圧上昇”) (11)
=⇒ 運動の影響 (“高血圧改善”) (12)







=⇒ has運動の影響 (“ウォーキング”, “体脂肪燃焼”) (14)
=⇒ has運動の影響 (“ウォーキング”, “血圧降下”) (15)
=⇒ has運動の影響 (“筋力トレーニング”, “筋力増強”) (16)
=⇒ has運動の影響 (“筋力トレーニング”, “血圧上昇”) (17)
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次に事実 (4)，(5)と追加された事実 (14)∼(17)より，ルール (C)∼(F)が発火し，その結
果，以下のような関係が事実として設定される．
=⇒ has運動の影響 (“ウォーキング”, “肥満改善”) (18)
=⇒ has運動の影響 (“ウォーキング”, “高血圧改善”) (19)
=⇒ has運動の影響 (“筋力トレーニング”, “肥満改善”) (20)
=⇒ has問題のある健康データ (“筋力トレーニング”, “高血圧”) (21)
次にルール NX が適用されるが，この場合，前提条件が成立しないので，このルール
は発火せず，行うことに問題がある運動は導出されない．最後にルールPXにおいて，事
実 (1)，(2)，(3)より前提 (I)が成立し，事実 (6)，(7)により前提 (II) が成立する．さらに
事実 (4)と，追加された事実 (18)によりルールPXの前提 (III) が成立する．このとき，has






=⇒ has健康データ (“A さん”, “高血圧”) (22)
このときに推論を実行した場合，前に述べた例と同様にルール (A)∼(F)が次々と発火し，
事実 (14)∼(21)が設定される．このとき，ルールNXにおいて，事実 (1)，(13)，(22)より
前提©1 が成立する．また事実 (5)，(21)により，前提©2 が成立する．よってルールNXが
発火し，以下の事実関係が設定される．
=⇒ has問題のある運動 (“A さん”，“筋力トレーニング”) (23)
そしてルールPXが発火し，前述の例のようにウォーキングは推奨運動として導出され















キングの方法には，“ · · ·$name$さんは$age$歳なので，心拍数が毎分$heartRate$回になる















































































































(deftemplate owl:Thing (slot name))
(deftemplate 人 extends owl:Thing
(slot 性別)
(slot 年齢 (type INTEGER))
)
28
(deftemplate 目標 extends owl:Thing)
(deftemplate 健康データ extends owl:Thing)
(deftemplate 運動 extends owl:Thing)
(deftemplate 有酸素運動 extends 運動)
(deftemplate 無酸素運動 extends 運動)
(deftemplate 運動の影響 extends owl:Thing)
deftemplate でクラスを作成する．extends で，クラスの継承も行える．プロパティ
に関しては，個体についてそれぞれ設定する．以下で，個体とその関係の定義を行う．
(assert ( 目標 (name 肥満を改善したい)))
(assert ( 目標 (name 高血圧を改善したい)))
(assert ( 目標 (name 肥満改善の減量プラン
が欲しい)))
(assert ( 目標 (name 自分に合わない運動が
知りたい)))
(assert ( 運動の影響 (name 肥満改善)))





(assert ( 有酸素運動 (name ウォーキング)))















(assert (has 運動の影響 ?x 体脂肪燃焼))
(assert (has 運動の影響 ?x 血圧降下))
















(assert (has 運動の影響 ?x 肥満改善))







(人 (name ?p)) ( 健康データ (name ?d))
(has 健康データ ?p ?d)
(病気 (name ?i)) (has 病歴 ?d ?i)
(運動 (name ?x))
(has 問題のある健康データ ?x ?i)
)
=>




(人 (name ?p)) ( 目標 (name ?g))
(has 目標 ?p ?g)
(運動 (name ?x)) ( 運動の影響 (name ?e))
(has 運動の影響 ?x ?e) (sameAs ?g ?e)
(not(has 問題のある運動 ?p ?x))
(has 推論の根拠 1 ?x ?s)
31
(has 推論の根拠 2 ?x ?e ?k)
)
=>
(assert (has 推奨運動 ?p ?x))
(bind $?*result* (str-cat ?*result* $































































































































運動アドバイスの満足度 7 7 0











































めた知識を構成することが可能となった．従来の知識ベースでは “A さん” や “ウォーキン
グ” 等の個体に「意味付け」がされておらず，それらの間にも自由に関係を記述すること
ができる．したがって，矛盾した知識や間違った知識を記述する可能性がある．しかしオ
ントロジを利用することで，“A さん” は “人間” で，“ウォーキング” は “運動” である等の
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られる [34, 35, 61, 62, 63]．
見守り支援に関する既存研究として，“ソーシャル・コンテクスト・アウェアネス” を
導入したものがあり，そこでは見守り支援に関する知識をオントロジを用いて表現して
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hasAddress(?user1, ?address1)∧ hasPlaceName(?address1, ?placeName)∧ hasAd-




























ティを持っている．「Instant」はある時間の点を示し（例えば，2008年 12月 1日 12時 15分
5秒），「Interval」は時間の幅（ある日から別の日までの間など）を示す．「TimeEntity」は
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図 3.9:時間オントロジに基づいた現実空間理解機能の動作例














IDEA[74]を利用する．オントロジの記述にはWeb Ontology Language (OWL) [43]を，推
論ルールの記述には Semantic Web Rule Language (SWRL) [46] を使用し，それらを Jess
(Java Expert System Shell)のフォーマット [47, 48]に変換する．
3.5.2 知識記述例
オントロジの記述について示す．「PersonクラスのサブクラスはManである．」という知識
記述を Jessで表現すると，“ (deftemplate Man extends Person) ” となる．また，
「Roomクラスのインスタンス（個体）として room-Aがある」という記述は，“ (assert




owns(?user, ?tag)∧ hasHeight(?tag, ?height)
∧ swrlb:lessThan(?height, 100)∧ stayFor(?tag, ?duration)
∧ swrlb:greaterThan(?duration, 60)→ hasMovement(?user, Lying)
上記の SWRL形式の推論ルールを Jess形式に変換すると以下のようになる．
(defrule Def-userMovement (owns ?user ?tag)
(hasHeight ?tag ?height) (test (< ?height 100))
(stayFor ?tag ?duration) (test (> ?duration 60)) =>





































(a)  : B-1 (b)  : B-2
















• タグ ID: Tag1
• タグが位置する部屋 ID: B-1
























• タグ ID: Tag1
• タグが位置する部屋 ID: B-2
• タグの高さ: 100 mm
• タグの滞留時間: 300秒
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図 3.11:実験結果 1(1):正常状態（見守られる人が正常に寝ている）場合
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図 3.12:実験結果 1(2):見守られる人が異常状態の場合
• タグ ID: Tag1
• タグが位置する部屋 ID: B-2
• タグの高さ: 1100 mm
• タグの滞留時間: 300秒
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• タグ ID: Tag1
• タグが位置する部屋 ID: B-2
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図 3.16:実験結果 2(2):見守られる人が異常な状態の場合のソーシャル・コンテクスト・ア
ウェアネスの効果
クラス数 プロパティ数 インスタンス（個体）数 ルール数 推論時間
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図 3.17:実験結果 2(3):見守られる人がベッドで寝ている場合のソーシャル・コンテクス
ト・アウェアネスの効果
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